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Fig. 1 XRD patterns of 

Bi-Fe-O films prepared by 

MOD method at several 

crystallization 

temperature.    
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Fig. 2 XRD patterns of 

Bi-Fe-O films crystallized 

at 490 ºC on GGG, SGGG, 

and glass substrates.  
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はじめに  

表面プラズモンの励起状態が外部磁界によって変化する磁気表面プラズモン効果 1-3)が注目されている。磁

気表面プラズモン効果は、表面プラズモン励起用金属薄膜と外部磁界に応答する磁性材料の組み合わせによ

り、大きな効果を得ることが可能になる。誘電性磁性体を用いる検討として、これまで Au/フェライト二層

薄膜において磁気表面プラズモン効果を観測してきた 3)。さらに大きな効果を得るために、磁気光学効果の

大きなビスマス鉄ガーネット相に着目し、磁気表面プラズモン効果を検討した。 

実験方法 

ビスマス鉄ガーネット薄膜は、有機金属分解（MOD）法を用いて

Gd3Gd5O12 (GGG) (111)単結晶基板、(GdCa)3(GaMgZr)5O12 (SGGG) (111)単

結晶基板およびガラス(EAGLE-XG)基板上に作製した 4-5)。スピンコート

によるMOD溶液（高純度化学社製, Bi:Fe = 3:5）の塗布、100℃にて 30

分間の乾燥、および 450℃にて 30分間の仮焼成の工程を 3回繰り返した

後、本焼成による結晶化を行った。本焼成時間は 3時間一定とし、本焼

成温度を 450℃～750℃で変化した。薄膜の結晶構造解析は X線回折法

（Cu-Ka）を用いて行った。 

結果及び考察 

種々の本焼成温度 Ta
cryで GGG基板上に作製した薄膜の XRDパターン

を Fig. 1に示す。Ta
cryが 450－550℃の範囲において、2θ = 50°近傍に

ガーネット相 (444) 面に起因する回折線が確認された。一方、600℃以

上においては、ガーネット相に起因する回折線は観測されなかった。 

そこで Ta
cry = 490℃において種々の基板上にビスマス鉄ガーネット相

の形成を検討した。結果を Fig. 2に示す。GGGおよび SGGG単結晶基板

において、ガーネット相(444)面からの回折線が観測された。ガーネット

相の形成には、500℃程度の結晶化温度においてガーネット単結晶上にエ

ピタキシャル成長することが有用であることが示された。本ビスマス鉄

ガーネット上に銀を成膜した、銀／ビスマス鉄ガーネット二層構造薄膜

において、磁気表面プラズモン効果が観測された。 
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